
450 INTERNET magazine 1998/1

メーリングリストやニュースグルー

プに所属するとすぐさま問題になるの

が、ネチケット（ネットワーク・エチケット）

です。

RFC（Request for Comments）とは、

インターネットで利用されるプロトコルなど

の技術に関し、討議や実験を行うグループ

IETF（Internet Engineering Task Force）

が取りまとめている文書です（InterNIC 提

供jhttp:/ /ds. internic.net/ds/rfc-

index.html）。その内容がインターネット標

準と一般に認識されて、ネチケットはRFC

1855にまとめられています。通常、メーリ

ングリストに加入したら、まずRFC1855を

読んでからメールを流すというのが基本で

す。RFCの原文は英語ですが、日本語訳

をしているホームページもありますので、検

索エンジンから探すこともできます。

メーリングリストなどにメールを流すとき

の心得として、相手が複数いることを忘れ

てはいけません。自らメッセージを送るこ

とはもとより、返信する際もメーリングリ

スト参加者全員に送るのか、メールを出し

た相手に対して送るのかも注意が必要です。

また、頻繁に問題となるのが、「文字化

け」です。電子メールの形式に関しては

RFC822に表記され、日本の環境では

ISO-2022-JP（JISコード）が標準になって

います。これを、別の漢字コードのまま変

換しないでメールを送信してしまったり、

半角カナ文字を本文やサブジェクトに使用

すると文字化けを起こしてしまいます。JIS

X 0208で規定されている文字がすべてのコ

ンピュータで読めるのですが、これに属さ

ない機種依存文字もトラブルを起こしてい

ます。具体的には①②やⅠⅡといったもの

なので、あらかじめ把握してからメールを

流しましょう。 （編集部）
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このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
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メーリングリストに加入してメー

ルを送ったら、正しく表示されなか

った文字があったらしく、「そのことは

RFCに載っています。読んでください」

と言われてしまいました。この「RFC」

とは何のことでしょうか？

（茨城県 水野浩一さん）

Q

A

RFCってなに？

今 月 の 回 答 者
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数人で1つのアドレスを共用

衛星を使ったインターネットの仕組み
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いメールアドレスで取り扱うのは適切とは

いえないでしょう。

もしも、個人向けのメールアカウントを

会社で用意できないなら、メールのアカウ

ントを作成してくれるプロバイダーを使って

みるのはどうでしょう。現在、年額数千円

のコストで、電子メールアカウントの作成を

行ってくれるプロバイダーがあり（インター

ネットサービスプロバイダーのほかに電子

メールプロバイダーがある）、個人で複数の

電子メールアカウントが欲しい人などに人

気があります。Yahoo! などの検索エンジ

ンで電子メールをキーワードに検索すれば、

国内にたくさんあるプロバイダーを知ること

ができるでしょう。

企業によっては、セキュリティーポリシ

ーによって、このようなサービスが利用で

きない場合もあります。事前に電子メール

を管理する部署に相談してください。

（菊地宏明）

が途中で読まれてしまうかもしれません。

ですから、このような方法をとるのであれ

ば、差出人へ事前に依頼し、徹底しても

らいましょう。そうでなければ、決してお

すすめできることではありません。暗号化

は興味を持っている人は多くても、浸透し

ませんので、差出人もそう簡単に暗号メー

ルを送れないでしょう。それを考えると、

このやりかたは難しいところがあります。

やはりパーソナルな情報伝達に支障がな

いように、電子メールのアドレスは個人に

割り当ててもらうべきです。しかし、会社

の電子メールをパーソナルに使うべきでは

ないという人がいますが、果たしてそうで

しょうか。

現実を見てください。福利厚生施設の

利用請求や人事情報、給与といった支払

いに関する通知など、パーソナルな情報を

会社の業務で扱うことも多いはずです。そ

れを、○○課という単位でしか割り当てな
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1つのメールアドレスを数人で共用

するとはどんなことでしょうか。手紙

で考えてみましょう。

アドレスが1つということは、送られてく

るすべての手紙には住所と姓しか書かれて

いないことです。その場合、誰かが手紙を

開封して、家族の誰宛てに届いた手紙か判

断し、適切な人に渡します。このとき、そ

のままでは、受取人を確認するために手紙

が開封され、内容を見られてしまいます。

そこで、こんなルールを作れば内容を知

られることがありません。

住所と姓しか書いていない封筒の中に、

もう1通封筒を入れておき、そこに名前を

書いてもらいます。誰かが外側の封筒を開

封して受取人を確認しても、中には内容が

書かれた便箋を包んだ、名前の書かれた封

筒があるので、内容を読まずとも、受取人

を判断できることになります。

これを、電子メールで行ってみましょう。

まず、電子メールのサブジェクトあるいは本

文に受取人を記述します。「To:ICHIRO」

などと記述してもらうと、電子メールソフ

トのフィルター機能で各利用者のフォルダ

ーに分類しやすいでしょう。さらに本文を

ファイルとして添付します。

読まれたくない内容は、暗号化ユーティリ

ティーによって暗号化しておきます。受取人

本人でないと復号できなければ、同じセク

ションの人に読まれることはありません。

しかし、手紙の差出人にこのような特別

な送りかたを守っていただかないとうまくい

きません。そして、受取人の書きかたが正

しくないと宛先不明になってしまいます。

また、本文を暗号化し忘れると、内容

やっと私の会社で電子メールが

使えるようになりました。けれども、

メールアドレスが、 1つのセクションで

1つしか与えられていません。このた

め、私宛てに届いたメールも他の人に

見られてしまいます。これを解決する

良い方法はありませんか？

（東京都 矢野千春さん）

Q

A

数人で1つのアドレスを共用

【1つのアドレスを数人で共用する】 【1つのアドレスを数人で共用して添付ファイルを使う】

複数アカウントを提供する主なインターネットサービスプロバイダー

アドレス：杉並区○○ 1-2-3 
 鈴木様 （suzuki＠xx.yy.zz） 

アドレス：杉並区○○ 1-2-3 
 鈴木様（suzuki＠xx.yy.zz） 

誰の？ 

開封 

鈴木家 

ICHIRO     JIRO     SABURO

TO ICHIRO
誰の？ 

開封 

ICHIRO

TO ICHIRO

JIRO     SABURO

プロバイダー名 最大 初期費用 メールアカウント 備考
追加数 追加利用料（月額）

Infoweb（法人） 9 無料 500円

IIC 4 無料 1000円

InfoGLOBE（個人） 15 500円／アカウント 500円

InfoGLOBE（法人） 15 500円／アカウント 500円 入会時追加2個まで無料

MAJIC 3 無料 無料 MAJICホームダイヤル

ODNダイアルアップ 4 150円／アカウント 250円

PTOP 10 無料 1000円 入会時追加2個まで無料

Sirius-β、β2 上限なし 無料 100円

U-net SURF（個人） 4 500円／アカウント 無料

U-net SURF（法人） 14 500円／アカウント 無料

Webnik 5 1000円／アカウント 1000円
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Kbps（DirecPCの場合）となります。また、

行きと帰りの経路を変えるために、アクセ

スは必ずセンターのプロキシーサーバー経

由となります。したがって、インターネット

のどんなサービスでも衛星の回線を利用で

きるわけではないので、注意が必要です。

電波で送られてくる情報ですから、セキ

ュリティーも気になりますが、一応暗号化さ

れて送られるようです。実際のサービスで

は、これら両方の方式を組み合わせて利用

することになると思います。

さて、気になる料金ですが、今のところ

正式な料金はアナウンスされていません。

ただ、衛星回線だけを利用する方式では基

本的なデジタル衛星放送の受信料のみとな

る可能性もあります。また、地上回線も利

用するタイプでは、米国のDirecPCでもっ

とも安いプランが40ドルなので、だいたい

同等から1万円程度でしょう。なお、いず

れの方式でも専用のインターフェイスが必

要です。これはアンテナを含めて10万円以

下というところでしょう（デジタル衛星放送

をすでに受信していればアンテナは共用で

きます）。ともかく、個人でインターネット

にアクセスする手段の1つとして、注目され

る方法だと思います。今後に期待したいと

ころです。

（砂原秀樹）

ありますので、同じ情報を何度か繰り返し

「放送」することで、必要な情報を正しく

受信できるようになります。

PerfecPCでは、まずこの形式のサービ

スを開始するようです。このメリットは、衛

星通信回線のバンド幅をフルに利用できる

ことで、2Mbpsとか4Mbpsといった速度の

回線に接続されていることと同じになりま

す。多くの人が必要とする情報の配布に適

しているという利点がありますが、反面テ

レビの番組と同様に、自分が必要とする情

報がない場合にはどんなに高速な回線でも

役に立たないということになってしまいます。

どちらかというと、デジタル衛星放送にリ

ンクした情報の配布が主な使いかたとなる

でしょう。

もう1つの方法は、すでにDirecPCなど

で行われている方法で、一般のダイアルア

ップ接続によってアクセス要求を伝え、その

結果を衛星回線経由で返すというものです。

アクセス要求は、小さな情報ですから回線

速度が遅くてもそれほど問題となりません。

その結果として返ってくる、HTMLや画像デ

ータを衛星回線経由で受け取ることで非常

に快適な環境の構築が可能となるのです。

ただし、今度は4Mbpsといった回線を複数

の利用者で共有することになるので、個人

に割り当てられる通信速度は最大でも400

通信衛星を利用したインターネッ

トサービスには、さまざまなものがあ

ります。デジタル衛星放送の普及によって、

その一部を利用した個人向けのサービスが

国内でも始まろうとしています。

米国では、すでにDirecPCというサービ

スが始まっていますが、国内ではPerfecTV

がPerfecPCというサービスの実験を始めた

ところです。Di recPCもまもなく始まる

DirecTVのサービス開始に合わせ、国内で

のサービスを開始するようです。

さて、デジタル衛星放送の回線を利用し

たインターネットサービスですが、基本的に

は2種類の仕組みがあります。1つは、衛星

からの回線だけを利用するもの、もう1つは

通常のダイアルアップ接続などを併用するも

のです。

衛星からの回線だけを利用するタイプの

サービスでは、まず通常のテレビ番組と同

様に、「何時から何のデータを送ります」と

いう「番組表」をあらかじめ配布しておき

ます。利用者はそれに従って、希望する情

報を選択しておくと、時間になると選択し

た情報が届いているというものです。情報

の一部が通信障害などで欠落する場合も
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最近、衛星を使ったインターネ

ットサービスが話題になっています

が、どのようなものなのでしょうか？

すでにサービスは開始されているの

か、その仕組みを教えてください。

（岐阜県 山本和夫さん）

Q

A

衛星を使ったインターネットの仕組み
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衛星インターネット接続図

利用者はダイアルアップ接続などで、インターネットに接続さ
れている。

基本的に、この接続はどんなプロバイダーを利用していても
構わない。

したがって、衛星サービスを行うプロバイダーとダイアルアッ
プ接続の契約をする必要はない（衛星回線の契約は必要）。

ウェブなどへのアクセス要求は、このダイアルアップ回線を
通じて衛星サービスを行っているプロバイダーのセンターに
設置されたプロキシーサーバーに送られる。ここで、プロキ
シーサーバーはアクセス要求を目的のウェブサーバーに行い、
その返答を得る。得られた返答は、衛星回線を通じて利用
者のところに届けられる。

利用者 

衛星 

衛星回線 

プロキシー 
サーバー 

ウェブサーバー 

インターネット 

センター 
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